
 現在、当院小児科ではより良い看護を提供できるよう、日々の看護内容を振り返り
ながら看護研究を行っています。 
今回は、点滴チューブ等を固定する際に、皮膚トラブルを起こしにくく、より安全な 
方法を検討しています。詳細は下記の通りです。 
  
【テーマ】 
小児における点滴固定法の検討～皮膚への負担軽減を目指して～ 
 
【対象の患者さん】 

２０１５年４月１日から２０１６年３月３１日までの期間に入院していた患者さんの中で、
シーネを使用した点滴固定により皮膚トラブルが発生した患者さんです。 
 
【方法】 
次の事項について、今回の皮膚トラブルとの関連を検討します 
・皮膚トラブルの種類、部位 
・点滴固定の状態 
・年代 
・点滴固定を行っていた日数 
・栄養状態に関する血液検査値 
・元々の皮膚疾患の有無 
＊プライバシーは固く守られ、個人が特定されることはありません。 
＊収集した情報は研究以外に使用せず、研究後は破棄します。 
＊研究への参加協力はお断りになることもできます。このことに 
よって今後の診療などに不利益を被ることは一切ありません。 
＊研究結果は、院内看護研究発表会（H29年1月21日）、関東農村医学会学術 
総会（H29年7月）に発表予定です。 
＊この研究はJAとりで総合医療センター倫理委員会の承諾を得ています。 
＊ご不明な点などありましたら、新棟５階病棟までご連絡下さい。 
  
 【お問い合わせ】 
 JAとりで総合医療センター 新棟５階病棟 看護師：高橋、岩田、吉田 

        電話 0297-74-5551 内線5120（平日9:00～17:00） 
 ・勤務の都合上、担当者が不在の場合もありますので、ご了承ください。 

平成２８年１１月２１日  

看護研究のお知らせ 


